


















小規模多機能型居宅介護「サービス評価」 総括表       令和 8 年 2 月 20 日  
 

法人名 
医療法人社団棕櫚の会 

 
代表者 

一木 崇宏 

 

 

法人・ 

事業所 

の特徴 

1人 1人のニーズに対して柔軟に対応が可能、尊厳を大切にしています。宿泊も可能です。当事業

所の建物内は訪問診療クリニックも併設されており、クリニックの患者様で小多機を利用している利

用者様については急な体調不良でも往診対応が素早く出来るため安心して過ごせます。訪問介護

もなじみのあるスタッフが自宅まで訪問いたします。レクレーションも随時開催し、楽しみのある環境を

整えています。 

 

 

 

事業所名 

まるごとケアの家ホサナホ

ーム 

 

管理者 
小川 剛 

 

 

出席者 
市町村職員 知見を有するもの 地域住民・地域団体 利用者 利用者家族 地域包括支援ｾﾝﾀｰ 近隣事業所 事業所職員 その他 合計 

0人 0人 1人 2人 0人 1人 0人 3人 0人 7人 

 

項  目 前回の改善計画 前回の改善計画に対する取組み・結果 意見 今回の改善計画 

Ａ．事業所自己評価

の 

確認 

突然の情報共有については、口頭で

伝える・その日のリーダーが共有ノート

等で文面化する事で情報を全職員

に落とし込むようにしていく。 

突然の情報共有については、ラインワ

ークスで全職員に周知出来ている。 

共有ノートの活用だと見忘れ等がある

為、ラインワークスでの周知のほうが情

報共有出来ると思う。 

引き続き情報共有の手段としてライ

ンワークスを活用し、全職員が情報の

把握に努めていく。 

Ｂ．事業所の 

しつらえ・環境 

利用者様がやりたいことや出来る事

を抽出し活力あるイベントを実行出

来るような環境づくりをしていく。 

レクレーション担当者が年間スケジュー

ルを計画し、実行出来ており利用

者・職員共に楽しめる環境づくりが出

来ている。 

利用者を楽しまそうと職員が一つにな

っている。 

自分たちも楽しくイベントに参加出来

ている。 

年間スケジュールを計画し、限りある

予算内で最大限に楽しめるようなイ

ベントづくりをする。 

Ｃ．事業所と地域の 

かかわり 

町内会の会議や推進会議に参加を

継続的にしていく事で事業所と地域

のかかわりを強くしていく。 

入退職もあり町内会の会議等に参

加する事が難しかった。 

事業所の事を地域にもっと知ってもら

いたいと思う。 

地域との交流の場として町内会の会

議にも積極的に参加していく。 

Ｄ．地域に出向いて 

本人の暮らしを 

支える取組み 

地域のイベントに参加をする・駄菓子

屋を継続するなどをしていき地域の子

供達との関わりを持っていく。 

町内会の夏祭りに駄菓子屋出店や

敬老会に園児を招いてよさこいソーラ

ンを踊ってもらう等地域の子供達との

関わりが持てた。 

これからも、地域との関わりを 

大切にしていきたいと考えている。 

地域住民との関わりを夏祭りの駄菓

子屋出店や地域のイベントに参加す

る事で強くしていく。 



Ｅ．運営推進会議を 

活かした取組み 

運営推進会議を開催する事で、地

域住民が小規模多機能居宅介護

の理解を深め地域の方々が利用しや

すい環境の構築 

推進会議については、計画通り開催

出来ている。 

より多く参加してもらうためにどうしたら

良いかを検討する必要性がある。 

推進会議については来期年間スケジ

ュール作成しより多く参加出来るよう

にしていく。 

 

Ｆ．事業所の 

防災・災害対策 

年間スケジュール以外で定期的に防

災訓練を行っていく。 

 

 

年間スケジュール通りに定期的な防

災訓練を行う事が出来た。 

地域での役割など有事の際に、迅速

に動けるようにするにはどうするかの検

討が必要。 

地域の役割などを職員に周知して意

識づけていく。 

 


